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福知山市水道事業等における
包括的民間委託の概要

京都府 福知山市 上下水道部

資料－４



福知山市水道事業の概要

□ 創設認可

昭和６年１１月

□ 給水開始

昭和８年４月

□ 平成３０年度末状況

管路総延長 １，０７９ｋｍ

計画給水人口 ７９，３３０人

給水人口 ７７，４６８人

計画１日最大給水量 ３８，５００㎥

普及率 ９９．７％

給水戸数 ３５，０１８戸
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包括的民間委託の実施に至る背景①

１ 公営企業は、独立採算制が基本原則

２ 国の方針は、他の事業主体との連携や民間のノウハウの活用を推進

３ 人口減少と節水型社会の到来による料金収入の減少

４ 平成２９年の料金改定に関わり「福知山市上下水道事業経営検討委員

会」で、市も自ら経営改革を行うべきとの意見

◎市の取り組むべきこと（経営戦略）

１ 安心・安全で快適な暮らしを届ける

２ 強靭で安定した上下水道を構築する

３ 健全な経営を維持する

適正な上下水道料金の設定、組織統合、業務の民間
委託推進と事業の広域連携の推進
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包括的民間委託の実施に至る背景②
年度 月 日 内 容

平成２６年度 ８月２９日 総務省「公営企業の経営に当たっての留意事項について」

平成２７年度 ７月２９日 福知山市上下水道事業経営検討委員会（第１回）

～

２月１７日 福知山市上下水道事業経営検討委員会（第７回）

平成２８年度 ８月２６日 産業建設委員会で「経営検討委員会まとめ」「福知山市上下水道事業の経営について」説
明。

９月１日 全議員協議会で「経営検討委員会まとめ」「福知山市上下水道事業の経営について」説明。
ホームページに掲載

９月１７日～２１日 「福知山市上下水道事業の安定経営と基本方針について」と題して市民説明会を開催。
（５地域、５回）
資料「経営検討委員会まとめ」「福知山市上下水道事業の経営について」

９月８日、１０月31日、
１１月１１日

産業建設委員会で料金改定関連について説明

１１月１７日 全議員協議会で料金改定関連について説明

１２月２６日 １２月市議会定例会において料金改定議案上程・可決

２月 「経営戦略」策定

３月８日 「経営戦略」を産業建設委員会で説明、全議員に配布、ホームページで公開

平成２９年度 ７月１日 料金改定施行

１２月２５日 １２月議会において上下水道事業業務拡大支援業務・債務負担補正予算上程・可決

２月２１日 上下水道事業業務拡大支援業務契約・支援業務開始 （平成３０年１２月まで）
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包括的民間委託の実施に至る背景③
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年度 月 日 内 容

平成３０年度 ６月 20日から21日の予算審査委員会で説明したが継続審議となる。

７月から８月まで 予算審査委員会（２回）・産業建設委員会（１回）で説明を行う。

９月３日 決議とともに予算が可決された。

９月１４日 プロポーザルの募集公示を行う

１０月から２月まで 産業建設委員会で説明を行う。（４回）

１１月５日 プロポーザル選定委員会を実施する。（外部有識者３人） １１月９日に結果発表
２者からの応募があり。

１１月３０日 契約の締結を行う。

１２月１日 引継ぎ業務開始する。（平成３１年３月３１日まで）

平成３１年度 ４月１日 福知山市上水道事業等包括的民間委託開始及び業務開始式を実施する。



「福知山市上下水道事業等の包括的民間委託に関する決議」

１ 包括的民間委託後も、地元民間事業者との「災害協定」を継続させるととも

に危機管理体制を確立すること。 
 
２ モニタリング制度を確立し、強化・充実を図るとともに、その内容を市民・

議会に公表すること。 
 
３ 委託業者を決定する場合、市内の地元業者に一定の配慮を行うとともに、

育成に努めること。 
 
４ 福知山市は包括的民間委託後も、「公共性」「安全性」「継続性」を担保する

とともに、上下水道事業に対して責任をもって管理運営にあたること。 
 
 
５ 包括的民間委託によって、経済効率性の実現に努めるとともに、品質維持

向上を図ること。 
 
６ 専門技術職員を確保・育成するとともに、関係職員の雇用の安定をはかる

こと。 
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包括的民間委託とは？①
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図１：公民連携（PPP≪Public-Private-Partnership≫）の手法（イメージ図） 
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（定義）

包括的民間委託は、複数の業務を一括して、複数年にわたり性能発

注で行なうこととされています。今回、従来から委託してきた４５業務に

新たに９業務を加え、一括して５年間の委託を行ないます。

※性能発注とは、細かく仕様を設定するのではなく、到達するべき水

準を示し、民間の創意工夫を活かす発注方式です。

包括的民間委託とは？②
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包括的民間委託の委託後のイメージ

【委託後の業務】

10

直営

新たに委託 ９業務

従来からの委託を一括で委託
４５業務

水道事業の根幹となる重要な事務

経営戦略、人事・給与、料金改定

滞納管理、減免決定、補助金事務

水質検査、施設・管路更新、水道ビ
ジョン・更新計画、事業認可・届出
（水道技術管理者の事務を含む）

一括・複数年・性能発注により効率
化、削減が図れる業務

庁舎管理

窓口、料金関連（検針・徴収・整理）

施設の監視・維持・修繕、漏水調査



包括的民間委託の委託前と委託後のイメージ

【職員体制】
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４課１２係 ８３名

総務課 ２係１４人

お客様サービス課２係１３人

水道課４係３４人

下水道課４係２１人

３課１０係５９名

経営総務課 ３係１８人

水道課 ３係１９人

下水道課４係２１人

正職員６２ 嘱託１３ 臨時８

正職員▲１１（事務▲５ 技師▲６）

嘱託▲９

臨時▲４

正職員５１ 嘱託４ 臨時４

▲１課 ▲２係



包括的民間委託による期待できるメリット

１ 市民サービスの向上

・電話受付等の一元化（ワンストップサービス）

２ 民間企業の専門性の高いノウハウの導入

・民間の創意工夫による効率性の高い業務を導入

３ 経費の削減

・包括的発注による経費の削減及び業務の効率化による削減
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従来の個別委託 包括的民間委託

包括的民間委託によるコスト縮減イメージ
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資本的支出 資本的支出

修繕費

物品・薬品

委託料
委託料

施設運転管理

人件費 人件費

コスト縮減額

約１割



包括的民間委託への移行

１ 継続可能な仕組み

・委託業者の経営状況の把握

２ 安心･安全な水道の確保

・水道事業管理者 （事業経営全般）

・水道技術管理者 （施設及び水質の監督）

・各業務の管理 （水質検査、日常管理の監督など）

３ 事故災害時の対応

・事故・災害時の対応
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受託者の選択方法

１ 公募型プロポーザル方式の採用

・福知山市公募型プロポーザル方式ガイドラインによる

２ 公募型プロポーザル方式による選定要領は

・プロポーザル方式 概念図のとおり

３ 地元業者との関係は

・参入は可能

15



公募型プロポーザル方式の概念図
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参加表明書とともに企業（単独又は共同企業
体）の規模や財務状況、業務の実績等の記
載を求める。

技術提案書は個人情報保護や研
修など事業実施に当たっての取
組み、さらに維持管理業務や営
業業務、地域貢献などの提案、緊
急時を含めた組織体制など業務
実施体制、概算見積金額等につ
いて記載を求める。



苦労したこと

１ 議会対応

２ 要求水準書の作り込み

３ 地元業者との関係性の存続

４ 事業実施後のモニタリングの方法
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